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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第56期
第１四半期
連結累計期間

第57期
第１四半期
連結累計期間

第56期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （千円） 12,031,839 11,812,649 50,149,944

経常利益 （千円） 406,054 461,200 1,867,484

四半期（当期）純利益 （千円） 193,043 216,112 850,659

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 204,081 241,811 947,484

純資産額 （千円） 17,690,708 17,866,988 18,267,492

総資産額 （千円） 29,805,931 30,582,396 29,952,664

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 21.11 23.63 93.03

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 59.4 58.4 61.0

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △485,835 △86,040 3,958,001

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △309,053 121,440 △1,167,233

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 11,471 △34,692 △286,419

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 2,938,768 6,240,144 6,243,201

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　 　　 ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　なお、当社の連結子会社であった㈱サンリバティー横浜は、平成26年４月１日付で当社の連結子会社である㈱横浜

エージェンシー＆コミュニケーションズ（旧㈱横浜エージェンシー、平成26年５月１日付で商号変更）を存続会社と

する吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。

 

EDINET提出書類

エバラ食品工業株式会社(E00514)

四半期報告書

 2/20



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。
 
(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日～平成26年６月30日）におけるわが国経済は、消費税増税に伴う駆

け込み需要の反動により個人消費に弱さが見られましたが、各種政策等を背景に全体としては緩やかな回復基調が続

いております。食品業界におきましても駆け込み需要の反動は見られ、また、消費者の生活防衛意識は依然として根

強く残っておりますが、所得環境等が改善されていくなかで、消費者マインドは次第に持ち直していくことが期待さ

れます。

　当社グループは、創立60周年を迎える平成31年３月期までの期間を見据え、長期的な経営ビジョン「Evolution

60」を策定いたしました。基本とする戦略方針を「エバラブランドの価値向上」と「ニッチ＆トップポジションの確

立」と定め、“たれ”の進化とコミュニケーションの進化を経営の軸とし、国内市場での安定した利益創出を実現す

るとともに、海外市場においても成長基盤を確保してまいります。平成27年３月期及び平成28年３月期の２年間にお

きましては、高齢化や単身世帯増加等の国内市場の環境変化を視野に入れて収益基盤の強化を図り、さらに海外市場

に対しても積極的に事業を展開してまいります。

　当第１四半期連結累計期間における当社グループの売上高は、118億12百万円（前年同期比1.8％減）となりまし

た。その主な要因としては、当第１四半期における全体の消費動向として、駆け込み需要の反動により消費者の購買

機会が減少したことが挙げられます。加えて、きゅうりを中心とした野菜価格の高止まりにより野菜まわり調味料群

が苦戦したことも減収要因となりました。利益面につきましては、本社移転に伴う費用が発生したものの、他の販管

費の抑制に努めたことで販管費率は前年同期を下回る水準となりましたが、売上高の減少に加え、その他事業におけ

るコスト増等により売上原価率が上昇した結果、営業利益は３億69百万円（前年同期比9.4％減）となりました。経

常利益につきましては、子会社において保険解約返戻金を営業外収益に計上したことにより４億61百万円（前年同期

比13.6％増）、四半期純利益は２億16百万円（前年同期比12.0％増）となりました。

　事業におけるセグメントの概況は、以下のとおりであります。
 
＜食品事業＞

　家庭用商品は前年同期売上高を下回りました。

　肉まわり調味料群につきましては、牛肉や豚肉の家計消費が軟調となるなか、『焼肉のたれ』等が前年同期を下回

る水準となりましたが、焼肉以外にも調味料としての使用機会を広げた『黄金の味』が堅調に推移したほか、簡便

ニーズに対応したメニュー専用調味料「たれプラス」シリーズの新商品『タンドリーチキンのたれ』が好調な売上を

見せ、また同じく新商品である上質志向の焼肉のたれ『大人の粋』も売上を伸ばし、肉まわり調味料群全体としては

前年同期実績をわずかに下回ったものの、底堅く推移いたしました。鍋物調味料群につきましては、消費税増税前の

駆け込み購入により、醤油やみりん、砂糖等の基礎調味料の家庭内備蓄が増加し、『すき焼のたれ』の消費サイクル

に遅れが生じたこと等の影響もあり、前年同期実績を下回りました。野菜まわり調味料群につきましては、『浅漬け

の素』がきゅうりを中心とした野菜価格の高止まりにより苦戦を強いられ、前年同期実績を下回りました。その他群

につきましては、『横濱舶来亭カレーフレーク』及び「韓Kitchen」シリーズが売上を伸ばし、前年同期実績を上回

りました。

　業務用商品につきましては、夏向けのメニュー提案が奏功したことによりスープ群が堅調に推移したものの、肉ま

わり調味料群及びその他群が競合激化や特注品減少等の影響で前年同期実績を下回ったことにより、前年同期売上高

を下回りました。

　以上の結果、食品事業の売上高は102億51百万円（前年同期比2.9％減）となりました。
 
＜その他事業＞

　その他事業につきましては、堅調な受注に支えられた物流事業が前年同期実績を上回り、広告宣伝事業及び人材派

遣事業も新規受注の獲得等により前年同期実績を上回った結果、その他事業の売上高は15億61百万円（前年同期比

6.2％増）となりました。
 
(2）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ３百万円減少

し、62億40百万円となりました。

　当第１四半期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。
 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は、86百万円（前年同四半期は４億85百万円の使用）となりました。これは主に、税

金等調整前四半期純利益において４億４百万円獲得した一方、法人税等の支払額６億37百万円による減少等によるも

のであります。
 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果獲得した資金は、１億21百万円（前年同四半期は３億９百万円の使用）となりました。これは主

に、保険積立金の解約による収入２億７百万円等によるものであります。
 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、34百万円（前年同四半期は11百万円の獲得）となりました。これは、短期借入金

の純増加額２億50百万円と配当金の支払額２億84百万円によるものであります。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
 
(4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、１億58百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,222,400

計 25,222,400

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年８月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,398,400 12,398,400
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 12,398,400 12,398,400 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年４月１日～

平成26年６月30日
－ 12,398,400 － 1,387,136 － 1,655,201

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在
 

区分  株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)

普通株式　3,254,600
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　9,142,800 91,428 －

単元未満株式 普通株式　　　1,000 － －

発行済株式総数 12,398,400 － －

総株主の議決権 － 91,428 －

 

②【自己株式等】

平成26年６月30日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

エバラ食品工業株

式会社

横浜市西区みなと

みらい四丁目４番

５号　横浜アイ

マークプレイス

3,254,600 － 3,254,600 26.25

計 － 3,254,600 － 3,254,600 26.25

（注）　上記の他、単元未満株式30株を所有しております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,694,319 6,697,263

受取手形及び売掛金 7,840,903 8,090,186

有価証券 199,903 －

商品及び製品 1,306,385 1,285,917

原材料及び貯蔵品 607,037 621,529

繰延税金資産 461,748 456,519

その他 553,498 812,171

流動資産合計 17,663,797 17,963,587

固定資産   

有形固定資産   

土地 3,008,831 3,008,831

その他（純額） 5,152,922 5,349,095

有形固定資産合計 8,161,753 8,357,927

無形固定資産 333,307 313,827

投資その他の資産   

投資有価証券 1,888,328 1,940,952

長期貸付金 168,628 170,707

繰延税金資産 992,841 1,165,594

その他 783,466 709,259

貸倒引当金 △39,459 △39,459

投資その他の資産合計 3,793,804 3,947,054

固定資産合計 12,288,866 12,618,808

資産合計 29,952,664 30,582,396
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,831,069 4,986,535

短期借入金 166,400 416,600

未払金 1,383,486 1,252,674

未払法人税等 643,003 178,070

賞与引当金 404,380 728,447

販売促進引当金 561,361 537,229

その他 344,036 492,460

流動負債合計 8,333,738 8,592,018

固定負債   

退職給付に係る負債 3,141,979 3,730,210

資産除去債務 11,889 196,435

その他 197,563 196,744

固定負債合計 3,351,433 4,123,389

負債合計 11,685,171 12,715,408

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,387,136 1,387,136

資本剰余金 1,655,257 1,655,257

利益剰余金 18,916,075 18,489,872

自己株式 △3,927,401 △3,927,401

株主資本合計 18,031,067 17,604,864

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 258,474 291,179

為替換算調整勘定 143,384 124,485

退職給付に係る調整累計額 △165,434 △153,540

その他の包括利益累計額合計 236,425 262,124

純資産合計 18,267,492 17,866,988

負債純資産合計 29,952,664 30,582,396

 

EDINET提出書類

エバラ食品工業株式会社(E00514)

四半期報告書

10/20



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高 12,031,839 11,812,649

売上原価 6,049,364 6,025,639

売上総利益 5,982,474 5,787,009

販売費及び一般管理費 5,574,727 5,417,792

営業利益 407,746 369,216

営業外収益   

受取利息 2,578 3,611

受取配当金 17,852 16,915

受取賃貸料 5,681 7,090

保険解約返戻金 1,998 92,657

その他 5,560 11,375

営業外収益合計 33,671 131,651

営業外費用   

支払利息 300 2,176

賃貸収入原価 4,217 4,694

持分法による投資損失 28,855 22,938

その他 1,989 9,858

営業外費用合計 35,363 39,667

経常利益 406,054 461,200

特別利益   

固定資産売却益 798 －

特別利益合計 798 －

特別損失   

固定資産除却損 383 1,321

本社移転費用 － 55,393

特別損失合計 383 56,715

税金等調整前四半期純利益 406,470 404,485

法人税等 213,426 188,373

少数株主損益調整前四半期純利益 193,043 216,112

四半期純利益 193,043 216,112
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 193,043 216,112

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △34,665 32,704

為替換算調整勘定 45,703 △18,899

退職給付に係る調整額 － 11,893

その他の包括利益合計 11,038 25,698

四半期包括利益 204,081 241,811

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 204,081 241,811

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 406,470 404,485

減価償却費 264,596 254,072

固定資産除却損 383 1,321

固定資産売却損益（△は益） △798 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,005 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 69,557 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 60,779

賞与引当金の増減額（△は減少） 338,816 324,067

販売促進引当金の増減額（△は減少） △43,398 △24,131

受取利息及び受取配当金 △20,431 △20,527

保険解約返戻金 △1,998 △92,657

支払利息 300 2,176

持分法による投資損益（△は益） 28,855 22,938

売上債権の増減額（△は増加） △1,620,640 △255,552

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,498 4,100

仕入債務の増減額（△は減少） 458,052 156,284

未払消費税等の増減額（△は減少） 61,393 34,140

長期未払金の増減額（△は減少） △4,680 －

未払金の増減額（△は減少） △258,624 △224,714

その他 △75,297 △113,975

小計 △392,940 532,808

利息及び配当金の受取額 21,454 21,235

利息の支払額 △300 △2,176

法人税等の支払額 △114,048 △637,907

営業活動によるキャッシュ・フロー △485,835 △86,040

投資活動によるキャッシュ・フロー   

貸付金の回収による収入 1,735 720

貸付けによる支出 △191,734 △30,300

定期預金の払戻による収入 100,000 －

定期預金の預入による支出 △6,000 △6,000

投資有価証券の取得による支出 △2,382 △2,363

有価証券の償還による収入 150,000 200,000

関係会社株式の取得による支出 △56,606 －

有形固定資産の売却による収入 1,076 33

有形固定資産の取得による支出 △279,185 △230,627

無形固定資産の取得による支出 △42,989 △46,266

保険積立金の解約による収入 9,873 207,829

その他 7,158 28,415

投資活動によるキャッシュ・フロー △309,053 121,440
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  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 250,196 250,200

配当金の支払額 △237,843 △284,892

自己株式の取得による支出 △880 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 11,471 △34,692

現金及び現金同等物に係る換算差額 11,160 △3,764

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △772,255 △3,056

現金及び現金同等物の期首残高 3,711,023 6,243,201

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,938,768 ※ 6,240,144
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

　当第１四半期連結会計期間より、前連結会計年度において連結子会社であった㈱サンリバティー横浜は、平成

26年４月１日付で連結子会社である㈱横浜エージェンシー＆コミュニケーションズ（旧㈱横浜エージェンシー、

平成26年５月１日付で商号変更）を存続会社とする吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しており

ます。

 

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以

下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げ

られた定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、

退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法に

ついても、割引率決定の基礎となる債券の期間を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退

職給付の支払見込期間ごとに設定された複数の割引率を使用する方法へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１

四半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金

に加減しております。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が539,344千円増加し、利益剰余金が

348,798千円減少しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益に与える影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

  (税金費用の計算)

　 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

 適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

 次の会社のリース会社との契約について、債務保証を行っております。

 

前連結会計年度
（平成26年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成26年6月30日）

青島康大食品有限公司 42,455千円 青島康大食品有限公司 38,065千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

現金及び預金勘定 3,467,569千円 6,697,263千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △729,080 △457,118

有価証券勘定 200,279 －

現金及び現金同等物 2,938,768 6,240,144
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年４月30日

取締役会
普通株式 246,919 27  平成25年３月31日  平成25年６月７日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年４月30日

取締役会
普通株式 292,600 32  平成26年３月31日  平成26年６月６日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計

 食品事業

売上高    

外部顧客に対する売上高 10,562,087 1,469,751 12,031,839

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 10,562,087 1,469,751 12,031,839

セグメント利益 495,595 21,095 516,690

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、広告宣伝事業、物流事業、人材

派遣事業を集約しております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 495,595  

「その他」の区分の利益 21,095  

全社費用（注） △108,944  

四半期連結損益計算書の営業利益 407,746  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計

 食品事業

売上高    

外部顧客に対する売上高 10,251,508 1,561,140 11,812,649

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 10,251,508 1,561,140 11,812,649

セグメント利益 475,921 6,159 482,080

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、広告宣伝事業、物流事業、人材

派遣事業を集約しております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 475,921  

「その他」の区分の利益 6,159  

全社費用（注） △112,864  

四半期連結損益計算書の営業利益 369,216  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。

 

４．報告セグメントの変更等に関する事項

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「第４ 経理の状況 注記事項（会計方針の変更）」に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より

退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更したことに伴い、報告セグメントの退職給付債務及び勤務

費用の計算方法を同様に変更いたしました。

　なお、当該変更による各報告セグメント利益に与える影響は軽微であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 21円11銭 23円63銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 193,043 216,112

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 193,043 216,112

普通株式の期中平均株式数（株） 9,144,705 9,143,770

　 （注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　平成26年４月30日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

 (イ）配当金の総額………………………………………292,600千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………32円

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成26年６月６日

　（注）　平成26年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。

 

EDINET提出書類

エバラ食品工業株式会社(E00514)

四半期報告書

18/20



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年８月７日

エバラ食品工業株式会社

取締役会　御中

 

三優監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 杉田　純　　　印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 小林　昌敏　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 熊谷　康司　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエバラ食品工業

株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日か

ら平成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エバラ食品工業株式会社及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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